
令和 ８年 ４月 １０日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

セントラルキッチン

週５日

利用者数　８名

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

調理補助

＜目的＞

＜成果＞

スタッフの方の優しく仕事がやりやすい環境。

作業量が多い時は焦ってしまい精神的に乱れてしまうことがあるけど急かされることも

なく配慮してもらいながら仕事ができている。

今日も助かりましたと声をかけてもらえた時は嬉しく、やりがいを感じる。

〈セントラルキッチン内〉

〈作業風景〉

シュウマイや春巻きの具材を規定のグラムで小分け。

ハサミや包丁を使い材料のカット。

店舗出荷用に規定量を袋詰め、機械で真空し急速冷凍。

調味料を配合や出荷用にボトルに詰める等、作業は様々。

利用者からの意見・評価

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者） 株式会社さくら

一般の企業で先方の社員さん達と一緒に仕事をすることで

コミュニケーション能力の向上、技術の向上を図る。

また評価してもらえる利用者がいた場合、障がい者雇用とし

ての就職先になり得る。

コミュニケーション能力の向上、技術の向上、食を扱う意識

の向上、作業内容の向上。

１ｇ単位で均等になるように丁寧に作業に取り組むため

１つ１つの精度が格段に成長している。

慣れてきた時に意図しないミスが起こり得るので、ある程度

の緊張と注意を怠らない。

担当者から想像していたよりも良くできるので驚いている。

作業に取り組む姿勢や内容、出来栄えも評価してもらっている。

企業様も障がい者に対して理解があり会社全体で協力してくれている。個人の能力にもよるが先方の社員さんと混ざって

包丁を使い材料をカットするなど技術の向上がうかがえる。

集中して仕事に取り組めるように休憩にも配慮いただき、素晴らしい環境で仕事ができている。

今後は成果と実績を積み、セントラルキッチンで作業できる利用者を増やし任せてもらえる仕事も増やすことを目指す。

電話番号 　075－468-1762 対象年度 令和７年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

住　所 京都市下京区小泉町110番地 管理者名 岡川　知史

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ユニルークス 事業所番号 2610281418

様式２


